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Abstract
Since the Meiji period, the evangelization through European missionaries in Japan during the sixteenth
and seventeenth centuries was undertaken exclusively by the Jesuits. Because the Jesuits were actively
engaged in evangelization in Japan until the late sixteenth century. However, when the Mendicant Order
started to participate in the evangelization of Japan, their activities were even more effective. This article
focuses on the Dominicans, one of the Spanish mendicant orders, and seeks to analyze the method of









































































































“Y estos conco años, todo ha sido levantar millares de renegados: Unos, que había treinta y cuarenta y más
años que estaban renegados; y entre los unos y los otros, muchísimos que se habían hecho de otras sectas o
(religiones), y adorando kamis y hotokes que son los ídolos de Japón. Ya (a) muchos de ellos les hemos
quitados y quemado, de ellos mismos, imágenes de los dichos kamis y hotokes, nóminas (amoletos escritos),






































１８ AAP., Nss. T.301., f.74 v-75; José Felgado García García, Cartas y Relaciones de Fr. Juan de los Angeles Rueda, OP,




































































































































































































































































Allegan lo que passa en la India y Manila, que una religion no entra en el distrito donde está la otra; pero
aqui es differente, porque, aun quando avia paz en Japon y cada religion estava y acudía en particular donde
le davan los tonos iglesias, sin hazer agravio a nadie, procurava cada ono entrar y alcançar licencia del tono
para levantar iglesia donde otros estavan. Y esto io viamos cada día, v.gr. en Yendo estavan los Padres












７３ Ms. APSR, Ms.19, ff.350-351: José Delagado Garcia, Cartas y Relaciones de Beato Jacinto Orfanell, Instituto de Filosifía
y Teología Santo Tomás, 1989, p.206.
７４ ディエゴ・コジャード、井手勝美訳、『日本キリシタン教会史 補遺』、雄松堂、１９８０、５８ページ。
７５『聖ハシント・サルバネス 書簡・報告集』、９３ページ。





































供は他人のために存在するのではなく、自己のために存在するのである。」（Relecc 1 de Ind, 664）
「他人に暴力を加える権利は放棄すべきである。」（Relecc 1 de Ind, 718）「永久心神喪失者は希望





（Relecc II de Ind, 831）、「究極の必要性であっても、すべての者は平等に扱われるべきである。」
（Coment III, 340）、「自然法に従うと人の優劣はない。」（Coment III, 77），、「すべての国家が自
国を統治する権利がある。最良ではなくても、好ましい政体を作り上げることができる。」
（Coment, 111, 271）、「権力者は、いつも根本的に、人間の好ましい性質を引き出すように適切
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罪の告白を聞いたのだった。貧困状態で、宣教師達は体を害しながら布教を進めた。
ドミニコ会の日本布教では、組（コンフラリア）の結成が必要不可欠なものであった。厳しい
迫害下、キリスト教徒達は地下活動を行うことを余儀なくされていた。組の結成を通じて、キリ
シタンたちは信仰を教化したのであった。ヨーロッパでは、ただドミニコ会士のみに、聖ロザリ
オの組の結成が許されていた。故に日本のドミニコ会のコルラディアは、スペインの精神的伝統
を踏襲したものであった。当時、マリア信仰が、ドミニコ会によって広まったことも興味深い。
日本ドミニコ会は、３つの請願も重要視した。特に、清貧の思想は重要であった。ドミニコ会
士は、日本には無銭でやってきて、彼らの日本での生活も実に慎ましいものであった。次第に、
領主層や一般日本人が、ドミニコ会の生活態度に心を惹かれて行った。ドミニコ会は、もっぱら
日本ではキリストの精神を日本人に伝えようと試みたのであった。
一方、イエズス会は、教皇、スペイン国王と連絡をとり、日本布教を独占しようと試みた。し
かし、ドミニコ会は、日本でもイエズス会、スペイン系修道会との共存を望んだ。イエズス会を
奏したのはスペイン出身のイグナシオ・デ・ロヨラ、フランシスコ・ザビエルであった。スペイ
ン系修道会の一つであるドミニコ会も祖国意識が芽生えていたのかもしれない。
日本での宣教活動を通じ、ドミニコ会士は人権尊重の思想を貫き通した。この思想のお蔭で、
多くの日本人達が救われたことは事実である。フランシスコ・ビトリア、サラマンカ学派に人権
思想が、ドミニコ会の日本布教に影響を与えたのである。ここに、アメリカ布教と日本布教の精
神的共通性を見出さなければならない。
ドミニコ会は、日本ではまさに「キリストの兵士」であった。彼らは、十字軍以来の宗教騎士
団の精神的な流れを受け継いだ。スペインにも拠点を置いていたドミニコ会には、レコンキスタ
精神が伝播したことも明らかであろう。このように日本で活動したドミニコ会は、初期キリスト
教会、中世期のローマ・カトリック教会の精神性が宿っていたのであり、それが日本布教に受け
受け継がれていったことが明らかであろう。日本ドミニコ会の活動の多くが、長崎で展開された
ことも忘れてはならない。
（２０１７年１０月３０日 受理）
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